「BENKEI SP-02」ハイブリッド草刈刃の仕様
この刃物はナイロンコードを使用していますが小馬力から大馬力の刈払機で使用することができます。 
刃物取り付け部分、刈払機のヘッドは直径70ｍｍ以下の必要があります。 
危険物のない場所でもっぱら小枝や笹竹などを刈る場合はチップソーの方が適しています。 

神経質に研ぐ必要はありませんが金属刃の部分は時々グラインダー等による研ぎ直しが必要です。
早い、きれい、より安全、維持費が安い、ゴミが少ない、セミプロ級以上の方々に推奨する商品です。
商品名： 　BENKEI SP-０２　（刈払機用ハイブリッド草刈刃）

材質：　　　SKS－５（焼入れ刃物）　　ポリカーボネート樹脂（リール）　　ＳＷＣＨ-10Ｒ（鉄製コードガイド）

寸法：　　　２３ｃｍ×１８．５ｃｍ×２ｃｍ　刃厚１．６ｍｍ　５００ｇ

適用ナイロンコード：φ２．４ｍｍ～φ３．０ｍｍ　ナイロンコードはリールに巻き取り式でコードは手動で繰り出して使います。 

	チップソーや他の金属刃を使いながらもフェンスの際や樹木の周り　砂利や異物が多くあるところをこわごわ草刈作業、刈り跡も草が残って見苦しいし・・こんなところはナイロンコードで刈りたいな～と思ったことありませんか

ナイロンコード刃で庭木の間や建物の脇を刈っている時太く硬い草に遭遇　ナイロンコード刃をいたずらに消耗するだけで刈れず悔しい思い・・・こんなとき金属刃が付いていればな～と思ったことありませんか

ボタンひとつで金属刃とナイロンコード刃が切り替えできる機械があれば最高ですがこの刃物を取り付けるとそのボタンを押す必要もなく草刈り作業ができます

イメージ的には金属刃が付いていると思って少し早めに刈払機を左に振れば太い草硬い草が刈れ　ナイロンコード刃が付いていると思ってゆっくりと機械を左に振ればナイロンコード刃のきれいな仕上がりの草刈り作業が出来ます　作業に合わせて機械の回転数や振り速度を変えて下さい　通常は双方の刃が働いています

金属刃とナイロンコードが合体することにより以下の特徴があり、この刃一枚でほとんどの条件の刈払作業が効率よく出来ます




「商品の特徴」

ナイロンコードで刈れなかった硬い草や,　金属刃では危ない思いをしながら草刈りをする鉄パイプの周りやコンクリートの周りがほとんどノンストップできれいに刈れます。 

（安全性）：何が中に潜んでいるか怪しい藪などの草刈りはナイロンコードで探り刈りが出来るからより安全、傷つけてはいけない物の際又は衝突すると刃が壊れてしまう硬いものの際はナイロンコード優先で刈れるのでかなりの部分危険性を回避できます。 　
（経済的）：安価なナイロンのロングコードが使えリールに４メートルほど巻き込めます。金属刃は通常30回以上研ぎ直しが可能です。刃物の構造は非常に簡単なため故障はほとんどありません。 　
（作業が早い）：刃物の取替えなどの作業は必要なく摩耗したコードを繰り出す作業のみでほとんどの場面で連続した草刈り作業ができます。 　
（仕上がりがきれい）：金属刃は刈り倒すだけですがナイロンコード刃が草をチップにし吹き飛ばしてしまい刈り後がきれいなので完全に刈れたかどうかの確認が容易です。 　
（エコロジー）：差し替え式のコード刃に比べゴミになるナイロンコードの部分が非常に短いため環境にやさしい。また金属刃はナイロンコード刃によって守られナイロンコード刃は金属刃によって守られる形になっているため双方が長持ちします。 　
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